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2020/06/21                  中村寿夫 
      「どうしても必要なもの」        
     ルカの福音書 10 章 38 節～42 節   
 
はじめに 
  
 新型コロナウイルスが私たちの生活を大きく変えました
ね。いろいろな事が出来なくなって、私たちは、生きて行く
ために本当に必要なのは何かを考えたのではないでしょう
か。生きて行くために必要なのは、食べることと、寝ること、
少 し の 運 動 を す る こ と く ら い な の か な ？ と 。               
     
  そうした状況の今、私たちは、「どうしても必要なもの」
をお語りになったイエス様のみことばに耳を傾ける必要があ
るのではないでしょうか。 
 
１ イエス様をもてなすマルタ（40）。 
 
イエス様がベタニヤという村にお出でになった時のこと 

です。以前からイエス様が大好きであったマルタが自分の 
家にイエス様をお迎えしました。 
 
（１）もてなしのことで気が落ち着かないマルタ。 
 
   マルタは、イエス様をもてなそうと、忙しく働き始め  
ました。足を洗う水を用意し、お茶を出し、食事の支度をし
なくてはならない。野菜はあるか。パンの粉はどうか。鶏か、
羊が、山羊を殺さなくてはいけない。火を起こそう。薪は在
るか。マルタは、てんてこ舞です。 

 
笑話：マルタは、少々小太りの活動的な、しっかり屋の女性 
 が目に浮かびます。 

 
適用：ここは、マリヤがイエス様をもてなそうとしている場 
 面ですが、私たちも生活していくために毎日どんなにが 
 んばっていることでしょう。 
 
（２）イエス様に不満を訴えた（40）。 
 
マルタがこんなにも忙しくしているのに、妹のマリヤ  

は、イエス様の足もとにすわって、イエス様の話に聞き入っ



- 2 - 

ているではありませんか。 
笑話：マリヤは、楚々とした、静かで、控えめな女性に思え 
 ます。 

 
そのマリヤに腹を立てたマルタは、マリヤに何もおっ  

しゃらないイエス様にもいらついてきました。そして言  
ったのです。「主よ。妹が私にだけおもてなしをさせている
のを、何ともお思いにならないのでしょうか」。 

 
適用：私たちは、この世のいらいらをイエス様にまで向けな 
 いように注意しましょう。「イエス様、私がこんなに苦 
 しんでいるのに、何ともお思いにならないのですか」等 
 と。 

 
（３）イエス様に強く願った。 
 
マリヤの口調は、願いというより、命令にも聞こえます。

いやしくもイエス様にこんなに強く言っているのです。 
 

適用：私たちの祈りはどうですか。私たちが主になり、神様 
 やイエス様を自分に都合の良いように、働いてもらおう  
とはしていませんか。マルタのこの態度から、私たちは  反
省しなければなりません。 

 
２ イエス様の話を聞くマリヤ。 
   
（１）マリヤは、主の足もとにすわって、みことばに聞き入 
 っていた（39）。 
 
マリヤは、イエス様が家に入ってからずっとイエス様  

の足もとにすわり、話に聞き入っていました。 
 
適用：座って主のみことばに聞き入る姿に、私たちは学ばね 
 ばなりません。イエス様は、「人はパンだけで生きるの 
 ではなく、神の口から出る一つ一つのことばによる」と 
 言われました。 
      人間には、もちろんパンは必要です。でもそれだけで 
 生きるものではないことを、聖書は教えているのです。 

神様が人間を地のちりからお造りになったとき、その
鼻にいのちの息を吹き込まれました。そこで人は生きる
ものとなったと聖書は教えています。パンは、人のから



- 3 - 

だに命を与えます。しかし、人間はからだだけで生きて
いるのではありません。本当に人間を生かすものは、神
の息であり、神のことばなのです。 
 マリヤは、みことばに聞き入っていました。あなたは、
「みことばに聞き入って」いますか。みことばによって
生きていますか。 

 
適用：生きるために本当に必要なもの、なくてはならないも 
 のとは何でしょうか。イエス様は、マリヤの態度からそ 
 のことを私たちにお教えになりました。 
 
（２）マリヤはイエス様の死の備えをした（ﾖﾊﾈ 12:1-8）。 

 
この後、もう一度イエス様はマルタとマリヤの家を訪  

れます（12:1-8）。その時にマリヤは、高価な、純粋なナ 
 ルドの香油 300 グラムを持って来て、イエスの足に塗り、 
 彼女の髪の毛でイエス様の足をぬぐったのです。弟子の 
 ユダが「この香油を 300 デナリに売って、貧しい人々に 
 施さなかったのか」と言ったほどに高価なものでした。 

 その時にイエス様は、ユダをなだめて、「マリヤは、
わたしの葬りの日のために、それを取っておこうとした
のです」とおっしゃいました。 
  マリヤは、弟子のだれもが見抜けなかったイエス様の
死の近いことを知っていたのです。なぜでしょう。それ
は、マリヤが主の足もとにすわって、みことばに聞き入
っていたからではないでしょうか。 

 
適用：私たちは、どうすればイエス様のみこころがわかり、 
 主に喜んで頂けるのでしょうか。それは、主の足もとに 
 すわり、みことばに聞き入るほかはないのです。 
 
３ イエス様の答え。 

 
あのマルタの不満と訴えに、イエス様は何とお答えにな

ったでしょう。 
 

（１）気を使うマルタへの温かなことば（13）。 
 

「マルタ。マルタ。あなたは、いろいろなことを心配し
て、気を使っています」。イエス様は、「マルタ。マル
タ」と２度呼びかけました。イエス様は、いらいらして
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いるマルタの気持ちをよく理解していました。マルタが
いろいろなことを心配していること。気を使っているこ
とをご存知です。イエス様を迎えた人なら、そうするだ
ろうということを理解しておられます。 

 
適用：イエス様は、私たちの日々の苦労をご存知です。一生 
 懸命にイエス様にお仕えしようとしていることを知って 
 おられます。その上でイエス様が本当に求めておられる 
 のは何かをお教えになったのです。 

 
（２）どうしても必要なことはわずか。一つだけ。 

 
「どうしても必要なこと」とは、だれにとってでしょう
か。人間にとってなのか。イエス様にとってなのか。実
は、どちらでも同じことです。私たちにとってどうして
も必要なことは、イエス様が求めておられることなので
す。それは「みことばを聞くこと」とイエス様は言われ
ました。 
 

適用：このことは、牧師になるとよく分かります。牧師がご 
 宅を訪問すると、奥様はいろいろもてなしをしてくださ 
 ろうとして、台所に入って出てきません。牧師は、お話 
 を聞きに、あるいはお話をしに来たのに、それが出来ま 
 せん。 
 
（３）マリヤからそれを取り上げてはいけません。 
 
      マルタの過ちは、「心配すること」でも、気を使うこ 
 とでもありません。「マリヤからそれを取り上げようと 
 したこと」です。それは、マリヤのいのちを奪うことで 
 もあるのです。 

活動や奉仕が大切か、みこととばを聞くことが大切か。
私たちは、人からも、自分からも「みことばを聞くこと」
を取り上げてはいけないのです。 

 
結論  
 
  あなたは、どうしても必要な一つのことにどれだけ時間を
用い、エネルギーを使っていますか。みことばによって、私
たちは生きるものとなり、みことばによって、何をすべきか
を知るのです。 


